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新
成
人
代
表
の
言
葉清

水　

真
澄
さ
ん

　

本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ

う
な
盛
大
な
式
を
催
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
成
人
一
同
を
代
表
い
た
し
ま
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
村
長

様
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
お
祝
い
の
言
葉
や
貴

重
な
教
訓
を
数
多
く
頂
戴
し
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
ま
で
成
人
と
い
わ
れ
て
も
、
あ
ま

り
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆

さ
ま
か
ら
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
、
成
人

と
し
て
の
自
覚
や
責
任
の
重
さ
を
胸
に

深
く
刻
み
込
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
ま
で
生
き
て
き
た
20
年
間
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
私
た
ち
は
た
く
さ

ん
の
人
と
出
会
い
、
い
つ
も
誰
か
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
成
人
を
迎
え
た
今
日
か
ら

は
自
立
し
た
と
い
う
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
、
更
な
る
努

力
に
つ
と
め
、
己
を
磨
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

本
日
の
成
人
式
に
あ
た
り
、
私
た
ち

の
成
長
を
常
に
見
守
り
、
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
両
親
や
恩
師
の
方
々
、
地
域
の

人
々
、
そ
し
て
こ
の
盛
大
な
式
を
開
催

し
て
く
だ
さ
っ
た
榛
東
村
の
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

平 成 21 年 成 人 式

　祝日法が改正されてから10回目の村成人式。

今年も、南部コミュニティセンターにおいて「成

人の日」の前日の１月11日㈰に開催。成人を祝う

ような青空の下、出席者の皆さんは、友人や恩師

との再会を喜びあっていました。

　今年、成人を迎えたのは、昭和63年４月１日

から平成元年４月１日までに生まれた170人。

　134人が出席した式典では、主催者である村長

のあいさつのほか、来賓者から祝辞があり、新成

人代表の清水真澄さん（13区）からお礼の言葉が述

べられました。

　また、中学校時代の恩師から新成人たちへメッ

セージが贈られたほか、記念演奏では、榛東ふる

さと太鼓が登場し、勇壮な曲を披露。新成人の一

倉紗奈恵さん（13区）も演奏に参加し、勇壮な曲を

披露してくれました。

祝　成人おめでとう
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平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
事
業

を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収
入
の
あ
る

方
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方
、
給
与

所
得
者
の
方
で
平
成
20
年
中
の
給
与
の

収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方
や

給
与
所
得
・
退
職
所
得
以
外
の
各
種
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え

る
方
な
ど
で
す
。

　

確
定
申
告
を
し
な
く
て
良
い
場
合
で

も
、
次
の
よ
う
な
方
は
、
還
付
を
受
け

る
た
め
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る
方
で
、

雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控

除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

・
給
与
所
得
者
で
年
の
途
中
で
退
職
し
、

そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調

整
を
受
け
な
か
っ
た
方

・
予
定
納
税
を
し
た
が
、
確
定
申
告
の

必
要
が
な
く
な
っ
た
方

　

確
定
申
告
書
は
、
確
定
申
告
の
期
間

（
平
成
21
年
２
月
16
日
〜
３
月
16
日
）中

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

還
付
申
告
が
で
き
る
方
は
、
こ
の
期
間

に
か
か
わ
ら
ず
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
年

ま
た
は
予
定
納
税
額
を
納
付
し
た
翌
年

の
１
月
以
降
な
ら
、
い
つ
で
も
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
期
間
は
申
告
会
場
が
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
還
付
を
受
け
る

た
め
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
方

は
、
ご
自
分
で
記
入
し
、
お
早
め
に
郵

送
な
ど
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
還
付
金
の
支
払
い
ま
で
に
は
、

あ
る
程
度
の
期
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
還
付
金
の
受
け
取
り
に
は
預
貯
金

口
座
へ
の
振
り
込
み
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
便
利
で
す
。

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
パ

ソ
コ
ン
で
確
定
申
告
書
・
青
色
決
算
書
・

収
支
内
訳
書
が
作
成
で
き
る
「
所
得
税

の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

し
た
パ
ソ
コ
ン
で
入
力
画
面
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
従
っ
て
必
要
項
目
を
入
力
し
、

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
す
る
こ
と
に

よ
り
申
告
書
が
簡
単
に
作
成
で
き
ま

す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
、
添
付
書
類

と
と
も
に
、
そ
の
ま
ま
郵
送
な
ど
で
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 　

平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
る
所

得
税
の
納
期
限
は
、
平
成
21
年
３
月
16

日
㈪
で
す
。
ま
た
、
振
替
納
税
を
す
で

に
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替

日
の
２
〜
３
日
前
ま
で
に
指
定
さ
れ
た

預
貯
金
口
座
の
残
高
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。
振
替
納
税
を
ま
だ
利
用
さ
れ

て
な
い
方
は
、
納
税
の
た
め
の
手
間
が

省
け
、
う
っ
か
り
納
税
期
限
を
忘
れ
て

し
ま
う
こ
と
の
な
い
振
替
納
税
が
大
変

便
利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

税
金
の
申
告
手
続
な
ど
を
税
理
士
に
依

頼
す
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
際
に
は
、
法
律
に
よ
り
税
理
士
業
務

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
方
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

　

納
税
者
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
①
税
務

代
理
②
税
務
書
類
の
作
成
③
税
務
相
談

は
、
税
理
士
な
ど
法
律
に
よ
り
税
理
士

業
務
を
行
え
る
方
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
に
は
、
税
務
書

類
の
作
成
な
ど
を
税
理
士
に
依
頼
す
る

方
が
多
い
こ
と
に
便
乗
し
て
、
税
理
士

業
務
を
行
え
な
い
人
が
申
告
書
の
作
成

な
ど
を
行
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
に
せ
税
理

士
」
は
、
法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な

く
、
依
頼
し
た
人
に
迷
惑
を
か
け
る
結

果
と
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
「
確
定
申
告
」

納
税
は
期
限
内
に

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
を

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

確定申告に関する情報

　税務署で配布される「確定申告に関
する手引き」やパンフレットのほか、
国税庁ホームページなどでも、申告書
の書き方や確定申告に関するさまざま
な情報が提供されています。
◆国税庁ホームページ
「確定申告等情報」コーナーに、画面
に基づいて必要項目を入力することに
より所得税の確定申告書が簡単に作成
できる「所得税の確定申告書作成コー
ナー」のほか、確定申告に多いお問い
合わせ事項をまとめたＱ＆Ａや、各種
申告書、計算書、説明書などを掲載し
ています。
◆タックスアンサー
税金に関する疑問について、コンピュー
タがインターネット・電話音声・ファ
クシミリでお答えします。

国税庁ホームページ

http://www.nta.go.jp/

確
定
申
告
は
お
早
め
に

　

所
得
税
は
、
税
法
に
従
っ
て
自
ら
自
分
の
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す

る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
告
し
な

か
っ
た
り
、
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
申
告
し
た
り
す
る
と
、
加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
確
定
申
告
は
期
限
を
守
っ
て
正
し
く
申
告
・
納
税
し
ま
し
ょ
う
。
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村からのお　　せ知ら
企画財政課・建設課から

裁判員制度

一定規模以上の開発や土地取引には協議などが必要です

裁判員制度の審理について

　地域の計画的な発展と良好な土地利用の確保を図ることなどを目的に、一定規模以上の開発や土地取引には、次の事

前手続きが必要です。

面積要件 協議などの概要 適用法令など

1,000㎡
左の規模以上の開発行為（規模未満であっても5世帯以上の住宅
建設を含む）を行おうとするときは、あらかじめ協議書を提出

榛東村土地開発
指導要綱

3,000㎡
左の規模以上の開発行為を行おうとするときは、あらかじめ申
請書を提出

都市計画法

5,000㎡
左の規模以上の土地を取得したときは、契約締結後2週間以内に
届出書を提出

国土利用計画法

10,000㎡
左の規模以上の土地を有償で譲り渡そうとするときは、契約締
結前に届出書を提出

公有地の拡大の
推進に関する法律

※ 本表の協議などは、面積要件を超えるごとに必要となります。例えば3,000㎡以上の開発を行おうとするときは、1,000

㎡以上の協議も必要です。

▶お問い合わせは、企画財政課地域整備係（☎54-2211内線102）または建設課都市計画係（内線206）へ

　いよいよ今年の５月21日から、裁判員制度が始まります。

　「裁判員って何をするんだろう…」、「裁判ってどんなふうに進んでいくんだろう…」と思っている方もいらっしゃるの

ではないでしょうか。そこで、裁判員の役割と裁判員裁判の法定で行われる審理についてお伝えします。

○裁判員の役割
■法定での審理に立ち会うこと

　裁判員に選ばれたら、裁判官と一緒に刑事裁判の法定に立ち会います。法定では、証人や被告人に対する質問などが

行われますが、裁判員も質問することができます。また、証拠として提出された物や書類の取り調べも行われます。

■評議・評決を行うこと

　証拠をすべて調べたあと、被告人が有罪か無罪か、有罪だとしたらどんな刑にすべきかを、裁判官と一緒に議論（評議）

し、決定（評決）します。裁判員の意見は裁判官と同じ重みを持っています。

　議論を尽くしても全員の意見が一致しない場合は、評決は多数決により行われます。

■判決の宣告に立ち会うこと

　判決の内容が決まると、法定で判決の宣告がされます。裁判員は、判決の宣告に立ち会い裁判員としての仕事を終え

ます。

○審理
■冒頭手続き

　冒頭手続きでは、まず、裁判長が被告人の氏名などを確認し（人定質問）、検察官が起訴状を朗読します（起訴状朗読）。

　次に、裁判長が、被告人に話したくないことは話さなくてもいいことなどを説明し（黙秘権などの告知）、被告人・弁

護人が起訴状に書かれている事実について、言い分を述べます（罪状認否）。

■証拠調べ手続

　証拠調べ手続では、まず、検察官が証拠によって説明しようとする具体的な事実関係を主張し、弁護人も被告人の立

場から、具体的な事実関係を主張します（検察官・弁護人の冒頭陳述）。

　次に事件に関係する証拠物や証拠書類、証人を取り調べます。被告人からも話しを聞きます（証拠の取り調べ）。

■弁論手続

　弁論手続では、検察官が事件についての意見と、被告人に与えるべきと考える刑を述べ（論告・求刑）、最後に、弁護

人や被告人が事件についての意見を述べます（弁論・最終陳述）。

▶裁判員制度についての情報は、裁判員制度ウェブサイト（http://www.saibanin.courts.go.jp/）にも掲載されています。
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産科医療補償制度

大切な赤ちゃんを守るために
　お産の現場では、予期せぬできごとが起こってしまうことがあります。「産科医療補償制度」は、お産をしたときにな

んらかの理由で重度の障害を抱えた赤ちゃんとそのご家族のことを考えた新しい仕組みです。

○１月から新しい制度がスタート
　産科医療補償制度では、

①通常の妊娠・分娩にもかかわらず、分娩に関連して重度脳性まひになった赤ちゃんが速やかに補償を受けられ、

② 重度脳性まひの発症原因が分析され、再発防止に役立てられることによって、産科医療の質の向上が図られ、安心し

て赤ちゃんを産める環境が整備されることをめざしています。

　この制度は、分娩機関（分娩を取り扱う病院、診療所や助産所）が加入する制度です。また、この制度は、民間の保険

を活用しながら、㈶日本医療機能評価機構が運営するもので、平成21年１月からスタートしました。

○看護・介護費用としての補償金が3,000万円
　平成21年１月１日以降に、この制度に加入している分娩機関において生まれた赤ちゃんで、次の条件をすべて満たす

場合に、補償の対象となります。

■出生体重が2,000グラム以上かつ妊娠33週以上のお産で生まれた赤ちゃん（帝王切開の場合も対象となります）

■重度の脳性まひになった赤ちゃん（身体障害者障害程度等級１、２級）

　また、「出生体重2,000グラム以上」や「妊娠33週以上」という基準を下回る場合でも、妊娠28週以上で所定の要件

に該当した場合は補償の対象となります。

　なお、先天性の要因などについては、この制度では補償の対象外となります。

　この制度の補償対象に認定されると、看護・介護のため、一時金600万円と分割金総額2,400万円（20年にわたり毎

年120万円）、計3,000万円が補償金として支払われます。

○分娩機関が加入しているかの確認を
　この制度では、お産１件ごとに分娩機関が３万円の掛金を負担す

ることになっています。制度の適用を受けるためには、お産をする

分娩機関が制度に加入していることが必要となります。

　また、この制度の開始にともない、掛金相当分の分娩費の上昇が

見込まれることから、健康保険から給付される出産育児一時金も平

成21年１月から３万円引き上げられています。

　平成20年12月１日現在で加入率は97.5％となっています。加

入している分娩機関では、「産科医療補償制度」のシンボルマーク

を院内に掲示していますので、受診の際の参考にしてください。ま

た、加入している分娩機関は、㈶日本医療機能評価機構ウェブサ

イトの「産科医療補償制度運営事業（http://www.sanka-hp.jcqhc.

or.jp/index.html）」でも公表されています。

○「登録証」は大切に保管を
　この制度に加入している分娩機関から妊産婦の皆さんに交付される「登録証」は、補償対象の認定審査に必要となるた

め、出産後も大切に保管してください。

　補償の請求は、原則として、脳性まひの正確な診断が可能な満１歳の誕生日から、満５歳の誕生日までの間に申請す

ることができます。また、診断が可能な場合は、生後６カ月以降でも、申請を行うことができます。

○事故原因を分析し再発防止のための情報を提供
　補償対象の認定、補償金の支払手続などは、㈶日本医療機能評価機構において行われます。また、医学的な観点から、

重度脳性まひの発症原因を分析し、その結果をご家族および分娩機関にお知らせします。さらに、分析の結果を再発防

止に役立て、産科医療の質の向上を図っていきます。

　なお、この制度では、早期救済の観点から、過失の有無にかかわらず、まずは速やかに補償金が支払われますが、分

娩機関に損害賠償責任がある場合は、補償金と損害賠償金の調整が行われることになります。

▶産科医療補償制度についてのお問い合わせ

　㈶日本医療機能評価機構　産科医療補償制度運営部

　☎03-5800-2231　受付時間：午前９時～午後５時（土、日、祝日を除く）

　ホームページ：http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/index.html

■産科医療補償制度のマーク
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話題あれこれ

災害に備えて

いざ真剣勝負

榛東村女性ネットワーク山ゆり会

榛東村消防団出初め式

村子育連上毛かるた大会

社会福祉協議会に車椅子を寄付

　１月４日、しんとう総合グラウンドにおいて消防団出

初め式が行われました。

　観閲者である村長の出初め式宣言で始まった式典には、

消防団員120名が参加し、姿勢服装点検や分列行進など

が行われました。式典終了後には、第３分団、第４分団、

南分署による一斉放水訓練と、渋川広域消防による救助

工作車の展示が行われました。

　また、式典の席上、無火災表彰として次の区および分

団が表彰されました。

【無火災行政区表彰】

　第３区（10年無火災）

【無火災分団表彰】

　第２分団（８年無火災）　第１分団（１年無火災）

　１月25日、村子ども会育成会連絡協議会主催の上毛か

るた大会が、中学校体育館で行われました。およそ300

人の子ども達が参加した同大会は、小学校高学年と低学

年に別れ、３人１組による団体戦と、個人戦が行われま

した。

　大会の結果、次の入賞者が２月１日に吉岡町で行われ

た郡大会に出場し、個人戦高学年の部で島田貴史くんが

３位に入賞しました。

【個人戦低学年の部】
優　勝　田畑　揮一（10区）

準優勝　森田　珠生（19区）

第３位　原　　幸也（14区）

【個人戦高学年の部】
優　勝　金井　優希（９区）

準優勝　島田　貴史（20区）

第３位　善養寺　駿（１区）

【団体戦低学年の部】
優　勝　14区

準優勝　４区

第３位　20区

【団体戦高学年の部】
優　勝　11区Ａ

準優勝　４区Ａ

第３位　３区Ｂ

　１月22日、榛東村女性ネットワーク山ゆり会（会長：

木村勝子さん）が、社会福祉協議会に車椅子４台を寄付し

ました。

　山ゆり会では、「足の不自由な方や高齢者にぜひ役立て

て欲しい」、「榛東村の福祉の向上に貢献したい」との思

いで、今回、車椅子の寄付を行いました。



広報しんとう7

　　

１
月
８
日
、
榛
東
中
学
校
２
年
生
の

総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、
福
祉
体
験

学
習
の
「
車
椅
子
体
験
」、「
ア
イ
マ
ス

ク
体
験
」、「
高
齢
者
疑
似
体
験
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

生
徒
の
中
に
は
、
小
学
校
の
授
業
で

体
験
し
た
こ
と
の
あ
る
生
徒
も
お
り
、

一
人
ひ
と
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

体
験
を
と
お
し
て
、
日
常
生
活
で
何

気
な
く
行
っ
て
い
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け

大
変
に
な
る
の
か
を
身
を
も
っ
て
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
介
助
の
方
法
だ
け
で
な
く
、

相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
そ
の
人
の

気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
や
人
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。

　

体
験
終
了
後
、
生
徒
か
ら
は
「
困
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
し
っ
か
り
や
り
た
い
」、「
こ
れ
か

ら
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
介
助
を
し
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
を
体
験
で
終
わ
ら
せ
る
こ

と
な
く
、
日
常
で
も
活
か
し
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
心
配
ご
と
相
談

 

・
日
時　

３
月
13
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

 

・
場
所　

商
工
会
館　

１
階
和
室

■
無
料
法
律
相
談

 

・
日
時　

２
月
27
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

 

・
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
さ
え
の
家

 

・
相
談
員　

群
馬
弁
護
士
会
会
員

 
・
相
談
時
間　

ひ
と
り
約
30
分

※
必
ず
電
話（
☎
５
５
―
５
２
９
４
）で

事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
館
休
館
日

 

・
２
月
23
日
㈪

 

・
３
月
９
日
㈪

※
毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
日
が
定
休
日

（
休
館
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

お問い合わせ

社会福祉協議会

☎55-5
ゴーフクシ

294

☎54-1
イ イ フ ロ

126
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親子スキー教室

第２回榛東村を写そう写真コンテスト

親子でスキーを楽しむ

優秀作品を表彰

　２月１日、みなかみ町の宝台樹スキー場で村体育協会主催の

「親子スキー教室」が行われました。

　同協会スキー専門部の部員が講師となって行われたこの教室

に12家族36名が参加しました。

　午前中の講習では、班に分かれ、講師による適切な指導のも

と、親子そろって基本的なスキー技術などを学習しました。ま

た、午後のフリー滑走では、参加者の皆さんは思い思いに滑っ

て、親子での楽しいひとときを過ごしていました。

　第２回榛東村を写そう写真コンテストの表彰式が、12月17

日、中央公民館で行われ、優秀作品が表彰されました。

　受賞者は次のとおりです。（敬称略）

■風景部門

　推薦：篠原幸雄（写真左）　特選：鈴木あや子（写真右上）

　準特選：酒井弘二、荒木正江

　入選： 鈴木健之、加藤弘行、亀井誠治、瀬間勉、小池郁子、

狩野哲男、岡田巧、鶴巻雅男、小坂明

■スナップ部門

　特選：荒木正江（写真右下）　準特選：小池稔治

　入選：桑原武、横田三郎

中
学
生
の
福
祉
体
験
学
習
を
実
施

中中中中中中中中中中中中中中中中

施施施施施施施施

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
のののののののののののののののののののののののののののの
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
をををををををををををををををををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
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Health

お元気ですか

保健相談センター
です

ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
い
ま
す
か
？

　
「
疲
れ
た
」
と
感
じ
て
い
て
も
、

ぐ
っ
す
り
眠
る
と
、
次
の
日
は
す
っ

き
り
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

睡
眠
に
よ
る
休
養
は
、
運
動
や
食

事
と
同
じ
で
健
康
に
過
ご
す
上
で
大

切
な
要
素
で
す
。
睡
眠
中
は
成
長
ホ

ル
モ
ン
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
な
ど
が
分

泌
さ
れ
、
免
疫
力
を
高
め
ま
す
。

 

■
レ
ム
睡
眠
と
ノ
ン
レ
ム
睡
眠

　

レ
ム
睡
眠
は
、
眠
っ
て
い
て
も
眼

球
が
動
い
て
い
て
、
眠
り
が
浅
く
夢

を
見
て
い
る
状
態
で
す
。
ノ
ン
レ
ム

睡
眠
は
、
眼
球
が
動
か
な
い
眠
り
で

ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
い
る
、
脳
が
休
息

し
て
い
る
状
態
で
す
。

　

眠
り
に
落
ち
て
す
ぐ
に
深
い
眠
り

の
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
に
な
り
、
次
に
浅

い
眠
り
の
レ
ム
睡
眠
に
な
り
ま
す
。

だ
い
た
い
90
分
ぐ
ら
い
で
ノ
ン
レ
ム

睡
眠
と
レ
ム
睡
眠
を
繰
り
返
し
て
い

ま
す
。

■
ど
の
く
ら
い
眠
れ
ば
い
い
の
？

　

人
に
よ
っ
て
個
人
差
が
あ
り
ま

す
。
少
し
の
睡
眠
時
間
で
も
頭
が

す
っ
き
り
す
る
と
い
う
人
や
、
何
時

間
眠
っ
て
も
ダ
メ
だ
と
い
う
人
も
い

ま
す
。
ぐ
っ
す
り
眠
れ
、
す
っ
き
り

目
覚
め
る
事
が
大
切
で
す
。「
何
時

間
寝
な
い
と
い
け
な
い
」
と
悩
む
の

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
快
適
な
睡
眠
の
た
め
に

○
朝
日
を
あ
び
て
体
内
時
計
を
調
整

す
る
…
起
床
や
睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
生

む
体
内
時
計
の
働
き
は
、
朝
日
を
浴

び
る
こ
と
で
調
整
さ
れ
ま
す
。
な
る

べ
く
同
じ
時
間
に
起
床
し
、
朝
日
を

浴
び
れ
ば
生
活
リ
ズ
ム
が
整
い
、
睡

眠
の
質
が
向
上
し
ま
す
。

○
昼
寝
は
短
め
に
…
日
中
に
眠
く

な
っ
た
ら
20
分
程
度
の
短
い
昼
寝
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
長
い

昼
寝
は
ぼ
ん
や
り
の
元
と
な
り
ま
す
。

○
適
度
な
運
動
を
…
適
度
な
体
の
疲

労
は
寝
付
き
を
良
く
し
て
く
れ
ま
す
。

日
中
は
体
を
動
か
す
機
会
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。
寝
る
前
の
ス
ト
レ
ッ
チ
も

効
果
的
で
す
。

■
睡
眠
障
害

　

ス
ト
レ
ス
が
原
因
と
な
っ
て
「
寝

付
き
が
悪
い
」、「
途
中
で
目
覚
め
る
」

な
ど
睡
眠
障
害
を
訴
え
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
眠
ら
な
け
れ
ば
と
焦
れ

ば
焦
る
ほ
ど
、
色
々
な
こ
と
が
頭
に

浮
か
ん
で
き
て
頭
が
冴
え
て
し
ま
い

ま
す
。
毎
日
の
睡
眠
が
十
分
で
な
い

と
心
身
共
に
疲
れ
を
感
じ
、
様
々
な

病
気
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
睡
眠
の

質
や
量
が
悪
い
と
感
じ
始
め
た
ら
早

め
に
医
療
機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

◇
こ
こ
ろ
の
相
談

　

村
で
は
、
渋
川
保
健
福
祉
事
務
所

の
協
力
に
よ
り
精
神
科
医
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ご

家
族
か
ら
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
程
…
３
月
17
日
㈫

■
場
所
…
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

■ 
時
間
…
①
午
後
１
時
30
分
②
午
後

２
時
30
分
③
午
後
３
時
30
分

■
申
込
…
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定

員（
３
人
）に
な
り
し
だ
い
、
締
め
き

り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
と
お
問
い
合
わ
せ

は
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
０

―
８
０
５
２
）へ

●３月休日当番医●
内科 外科 耳鼻科 歯科

1日
北関東循環器病院 渋 川 中 央 病 院 桜 井 医 院 森 医 院 船 岡 歯 科 医 院

北橘町 石　原 渋　川 石　原 半　田
☎027-232-7111 ☎25-1711 ☎22-2360 ☎23-8733 ☎23-8211

8日
大谷内科クリニック 痛みのクリニック長谷川医院 齋藤内科外科クリニック 石 田 歯 科 医 院

中　村 吉岡町 金　井 大　崎
☎ 2 0 - 1 8 8 1 ☎ 3 0 - 5 0 5 5 ☎22-1678 ☎25-0411

15日
奈良内科クリニック 船 曳 医 院 高野外科胃腸科医院 川 島 医 院 関 歯 科 医 院

渋　川 中　郷 渋川 渋　川 子　持
☎25-1155 ☎53-2530 ☎24-2454 ☎ 2 2 - 2 4 2 1 ☎25-0530

20日
塚越クリニック 竹 内 小 児 科 加藤整形外科医院 田 村 歯 科 医 院

渋　川 吉岡町 行幸田 南　町
☎60-7700 ☎30-5151 ☎20-1007 ☎22-0942

22日
入内島内科医院 井 口 医 院 関 口 病 院 福 田 歯 科 医 院

半　田 金　井 渋　川 元　町
☎60-7322 ☎25-1100 ☎22-2378 ☎23-6677

29日
岡本内科クリニック めぐみこどもクリニック 慶 生 医 院 宮 下 歯 科 医 院

吉岡町 行幸田 渋　川 坂下町
☎20-5353 ☎30-2022 ☎22-0210 ☎24-1939

※耳鼻科の診療時間は正午までです。　※http://shibukawa.gunma.med.or.jp/i.htm　※夜間急患診療所（午後７時～ 11時、年中無休）☎23-8899

味こんにゃくの岩石揚味こんにゃくの岩石揚
■材料（４人分）
こんにゃく…300ｇ　ゆで大豆…100ｇ
にんじん…100ｇ　　枝豆…100ｇ
粉チーズ…大２　　 煮干し…大３
小麦粉…大３　　　 きせ粉…大１
しょうゆ…大１     　  酒…大１
コショウ…少々

■作り方
１　 こんにゃくをゆで大豆と同じぐらいの
大きさにちぎって湯がく

２　ゆで大豆をザルに取り熱湯をかける
３　枝豆は色よく茹で、豆を取り出す
４　 ニンジンは枝豆よりやや小さめのさ
いの目切りにする

５　 １を鍋でから炒りし、しょうゆ、酒、
コショウを入れて汁気がなくなるまで
炒める

６　 ボールに５のこんにゃくと２、３、４
を混ぜ合わせ、きせ粉を混ぜておく

７　 別のボールに粉チーズと小麦粉を合
わせ揚げ衣を作る

８　 ６に７の衣をつけて、クッキングペー
パーの上におおさじ２杯ほどのせ
170度の油で揚げる

※詳しい作り方は保健相談センターへお問い合わせください
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募

募　集

■
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
と
は

…
地
域
で
自
主
的
に
介
護
予
防
の
取

り
組
み
を
行
お
う
と
す
る
方
や
、
村

の
介
護
予
防
事
業
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

対
象
に
、
介
護
予
防
に
関
す
る
知
識

や
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

■
日
程
と
内
容

※
初
級
だ
け
の
受
講
も
可
能
で
す
。

※
初
級
お
よ
び
中
級
研
修
の
計
４
回

を
全
て
終
了
さ
れ
た
方
に
は
、
群
馬

県
か
ら
「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
認

定
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。　

■
会

場
…
榛
東
村
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

■
時
間
…
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

（
予
定
）　

■
申
込
締
切
…
２
月
27
日

㈮　

■
申
込
方
法
…
保
健
福
祉
課
へ

電
話
で
申
し
込
み　

▼
お
申
し
込
み

と
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
福
祉
課

（
☎
５
４
―
２
２
１
１　

内
線
１
２

０
）へ

県
立
高
崎
高
等
学
校
通
信
制

平
成
21
年
度
入
学
生
募
集

　

県
立
高
崎
高
等
学
校
通
信
制（
普

通
科
・
男
女
共
学
）
で
は
、
平
成
21

年
度
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
通
信

制
の
教
育
内
容
は
、
全
日
制
・
定
時

制
と
同
じ
で
す
。
働
き
な
が
ら
や
家

事
に
従
事
し
な
が
ら
自
学
自
習
を
中

心
と
し
た
学
習
を
行
い
、
３
年
以
上

在
学
し
て
規
定
の
条
件
を
満
た
せ

ば
、
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
が
得
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
高
等
学
校
を
中
退

し
た
方
も
編
入
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。　

■
出
願
期
間
…
３
月
12
日

㈭
〜
31
日
㈫
ま
で　

■
出
願
書
類
…

直
接
来
校
し
て
出
願
書
を
請
求　

▼

お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
立
高
崎
高
等

学
校
通
信
制（
〒
３
７
０
―
０
８
６

１　

高
崎
市
八
千
代
町
２
―
４
―
１

☎
０
２
７
―
３
３
０
―
２
２
７
７
）へ

臨
時
教
職
員
等
募
集

■
募
集
内
容　

○
県
立
学
校
…
臨
時

的
任
用
の
教
諭
・
養
護
教
諭
・
学
校

事
務
職
員
・
栄
養
職
員（
欠
員
補
充
、

産
休
・
育
休
補
助
、病
休
補
助
な
ど
）、

非
常
勤
講
師（
教
科
指
導
）　

○
市
町

村
立
学
校
…
県
立
学
校
と
同
様
の
臨

時
的
任
用
教
職
員
な
ど
に
加
え
、
さ

く
ら
プ
ラ
ン
・
わ
か
ば
プ
ラ
ン
非
常

勤
講
師
、
体
育
代
替
非
常
勤
講
師
な

ど　

■
選
考
方
法
…
面
接
な
ど　

■

資
格
…
教
員
は
該
当
学
校
教
員
免
許

状
所
有
。
栄
養
職
員
は
栄
養
士
免
許

証
所
有　

■
勤
務
期
間
…
４
月
か
ら

22
年
３
月
ま
で
の
必
要
な
期
間　

■

申
込
期
間
…
随
時　

■
申
し
込
み
方

法
…
写
真
を
張
っ
た
履
歴
書
を
郵
送

ま
た
は
直
接　

▼
お
申
し
込
み
と
お

問
い
合
わ
せ
は
、
県
立
学
校
は
県
庁

学
校
人
事
課（
〒
３
７
１
１
―
８
５

７
０　

☎
０
２
７
―
２
２
６
―
４
５

９
７
）、
市
町
村
立
学
校
は
県
中
部

教
育
事
務
所（
〒
３
７
１
―
０
０
５

１　

前
橋
市
上
細
井
町
２
１
４
２
―

１　

☎
０
２
７
―
２
３
２
―
６
５
１

１
）へ

農
と
食
の
ふ
れ
あ
い
講
座

前
期
受
講
生
募
集

■
日
程
・
内
容
・
定
員
…
○
花
き
栽

培
の
基
礎
30
名（
４
月
８
日
㈬
）　

○

春
夏
の
野
菜
30
名（
４
月
22
日
㈬
）　

○
野
菜
栽
培
20
名（
５
月
20
日
㈬
）　

○
春
夏
の
庭
木
管
理
20
名（
５
月
24

日
㈰
）　

○
秋
冬
の
野
菜
30
名（
７
月

15
日
㈬
）　

○
豆
腐
づ
く
り
20
名（
８

月
26
日
㈬
）　

※
い
ず
れ
も
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選　

■
時
間
…

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分　

※
豆

腐
づ
く
り
は
午
前
９
時
〜
正
午　

■

会
場
…
県
立
農
林
大
学
校　

■
費
用

…
無
料　

※
教
材
費
が
か
か
り
ま
す

■
申
込
期
限
…
２
月
27
日
㈮
必
着　

■
申
し
込
み
方
法
…
往
復
は
が
き
。

往
信
面
に
講
座
名
、
開
催
日
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返
信
面
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て

郵
送　

※
１
通
の
申
し
込
み
で
１
人

ま
で　

▼
お
申
し
込
み
と
お
問
い
合

わ
せ
は
、
県
立
農
林
大
学
校（
〒
３

７
０
―
３
１
０
５　

高
崎
市
箕
郷
町

西
明
屋
１
０
０
５　

☎
０
２
７
―
３

７
１
―
３
２
４
４
）へ

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す

■
応
募
資
格
…
電
話
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

に
関
心
の
あ
る
満
20
歳
以
上
の
方
■

活
動
内
容
…
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
年

２
回
・
全
員
）、
会
議
出
席（
年
１
回
・

別
途
通
知
）、
謝
礼
有
り　

■
委
嘱

期
間
…
６
月
１
日
か
ら
10
カ
月
間　

■
募
集
期
間
…
４
月
３
日
ま
で　

■

応
募
方
法
…
は
が
き
、封
書
、フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
、
①

郵
便
番
号
、
②
住
所
、
③
電
話
番

号
、
④
氏
名
、
⑤
フ
リ
ガ
ナ
、
⑥
性

別
、
⑧
職
業
、
⑨
応
募
の
動
機
、
⑩

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
任
意
）を
記
入
し

て
応
募　

▼
応
募
と
お
問
い
合
わ
せ

は
、
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
電
気

通
信
事
業
課（
〒
１
０
２
―
８
７
９

５　

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
１
―

２
―
１　

☎
０
３
―
６
２
３
８
―
１

６
７
６　

℻
０
３
―
６
２
３
８
―
１

６
９
８　

m
onitor-kanto@

rbt.

soum
u.go.jp

）へ

下
仁
田
ネ
ギ
栽
培
講
習
会

受
講
者
募
集

　

村
で
は
、村
の
特
産
品
で
あ
る「
下

仁
田
ネ
ギ
」
の
産
地
化
・
ブ
ラ
ン
ド

化
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、さ
ら
に
産
地
化
・

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
た
め
、
村

下
仁
田
ネ
ギ
生
産
組
合
と
渋
川
地
区

農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り

下
仁
田
ネ
ギ
栽
培
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
下
仁
田
ネ
ギ
の
生
産
に
興
味

が
あ
り
、
栽
培
を
し
て
み
た
い
方

は
、
産
業
振
興
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
第
１
回
栽
培
講
習
会
「
土
壌
消

毒
」
は
３
月
上
旬
に
開
催
す
る
予
定

で
す
。　

▼
お
申
し
込
み
と
お
問
い

合
わ
せ
は
、
産
業
振
興
課（
☎
５
４

―
２
２
１
１　

内
線
２
０
２
）へ

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

受
講
者
募
集

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
。

そ
れ
は
誰
に
も
共
通
し
た
願
い
で

す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
介
護

が
必
要
な
状
態
と
な
る
こ
と
を
予
防

す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で

す
。
自
分
自
身
が
元
気
に
、
そ
し
て

周
り
の
人
が
元
気
で
過
ご
す
た
め
に

は
、
あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。　

Life Information

講座 日程 内容

初級 ３月３日㈫

介護予防の基礎知識についての講義
・介護保険制度　・認知症予防
・筋力トレーニング運動　・口腔機能向上
・栄養改善など

中級

３月10日㈫ ※初級を受けた方が対象となります。
介護予防全般の知識についての講義と実技
・健康体操　・口腔ケアの理解と予防
・栄養改善の理解　・認知症の理解と予防
・介護予防サポーターの役割と地域づくり

３月17日㈫

３月31日㈫
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群
馬
県
臨
床
研
修
病
院
合
同

ガ
イ
ダ
ン
ス
２
０
０
９
春

　

県
で
は
、
県
内
す
べ
て
の
臨
床
研

修
病
院
が
参
加
し
た
合
同
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。　

■
日
時
…
３
月
15
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
４
時　

■
会
場
…
群
馬
県
庁

２
８
１
・
２
９
１
会
議
室　

■
対
象

…
県
内
で
臨
床
研
修
を
希
望
す
る
医

学
生　

■
費
用
…
無
料　

■
申
込
方

法
…
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル　

▼
お
申
し
込
み
と
お
問

い
合
わ
せ
は
、
県
庁
医
務
課
医
師

確
保
対
策
室（
☎
０
２
７
―
２
２
６

―
２
５
４
０　

℻
０
２
７
―
２
２

３
―
０
５
３
１　

im
u
ka@

pref.

gunm
a.jp

）へ

  

廃
タ
イ
ヤ
と
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー

回
収
の
お
知
ら
せ

　

村
衛
生
組
合
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
に
あ
る
廃
タ
イ
ヤ
と
車
用
バ
ッ

テ
リ
ー
を
回
収
し
ま
す
。　

■
日
時

…
３
月
７
日
㈯ 

午
前
９
時
〜
11
時

■
回
収
場
所
…
役
場
職
員
駐
車
場　

■
回
収
費
用
…
次
の
と
お
り

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
生
活
課

（
☎
５
４
―
２
２
１
１　

内
線
１
１

３
）へ

就
学
援
助
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
、
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る

小
・
中
学
生
の
保
護
者
に
学
用
品
費

や
給
食
費
な
ど
の
援
助
を
し
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
度
に
就
学
援
助
を
希

望
す
る
保
護
者
は
就
学
援
助
費
交
付

申
請
書
を
お
子
さ
ん
が
就
学
す
る
学

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
援

助
を
受
け
て
い
る
保
護
者
が
、
新
年

度
も
引
き
続
き
就
学
援
助
を
希
望
す

る
場
合
に
も
申
請
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
申
請
に
あ
た
っ

て
は
各
小
・
中
学
校
や
各
区
の
民
生

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

▼
お

問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課（
☎
５
４
―
２
７
６
５
）へ

 

食
べ
物
に
よ
る
窒
息
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

食
べ
物
に
よ
る
窒
息
事
故
に
よ

り
、
全
国
で
毎
年
４
千
人
以
上
の
方

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
モ
チ
な
ど

の
、
の
ど
に
詰
ま
り
や
す
い
食
べ
物

だ
け
で
な
く
、
パ
ン
・
ご
は
ん
・
肉
・

果
物
な
ど
、
日
常
食
べ
て
い
る
食
品

が
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
は
、
誤
っ

て
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
う
可
能

性
が
高
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

食
べ
物
に
よ
る
窒
息
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。　

■
食
べ
物
は
食
べ
や
す
い
大

き
さ
に
し
て
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
ま

し
ょ
う　

■
高
齢
者
や
乳
幼
児
が
食

事
を
す
る
際
は
、
な
る
べ
く
大
人
が

そ
ば
で
注
意
し
て
見
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

Life Information

土 金 木 水 火 月 日 土 金
※
行
事
・
時
間
・
場
所
・
問
合
せ
先
の
順
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

７ ６ ５ ４ ３ ２ ３／１ 28 ２／ 27
廃
タ
イ
ヤ
と
専
用
バ
ッ
テ
リ
ー
回
収

AM  

９
：
00
〜
11
：
00　

役
場
職
員
駐
車
場
館　

住
生

子
育
て
サ
ロ
ン

AM  

10
：
30
〜　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

公
民

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）

PM
１
：
30
〜
２
：
00　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

農
地
・
農
業
者
年
金
相
談

PM
１
：
30
〜
３
：
00　

中
央
公
民
館　

農
業

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
①

PM
１
：
00
〜
４
：
00　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
福

健
康
相
談

PM
１
：
30
〜
２
：
30　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

第
４
回
村
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

AM
８
：
00
〜　

ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ　

教
育

教
育
集
会
所
学
習
成
果
合
同
発
表
会

AM
９
：
30
〜　

南
部
コ
ミ
セ
ン　

公
民

音
を
楽
し
む
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
教
室

PM
１
：
30
〜
３
：
00　

楽
集
セ
ン
タ
ー　

楽
集

カ
ラ
オ
ケ
教
室

PM
７
：
30
〜
９
：
30　

楽
集
セ
ン
タ
ー　

楽
集

無
料
法
律
相
談

PM
１
：
30
〜
４
：
30　

さ
さ
え
の
家　

社
協

月 日 土 金 木 水 火 月 日
23 22 21 20 19 18 17 16 15
健
康
相
談

PM
１
：
30
〜
２
：
30　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

人
権
相
談
日

PM
１
：
30
〜
３
：
30　

楽
集
セ
ン
タ
ー　

楽
集

春
分
の
日

両
親
学
級

AM  

９
：
45
〜
12
：
00　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
③

PM
１
：
00
〜
４
：
00　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
福

こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）

PM
１
：
00
〜
３
：
00　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

健
康
相
談

PM
１
：
30
〜
２
：
30　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

知

お知らせ

生

生　活

募

募　集

廃タイヤ・車用バッテリー回収料金表
軽･普通自動車(18インチまで) 1本 100円

２㌧～４㌧・４ＷＤ 1本 300円

大型車 1本 800円

農
耕

12～ 14インチ 1本 600円

15～ 18インチ 1本 900円
バ
ッ
テ

リ
ー

普通自動車 1個 100円

大型自動車 1個 200円

ホイールは無料

  

榛東村議会議員選挙
立候補予定者説明会を開催します
　村選挙管理委員会では、榛東村第14期議

会議員選挙立候補予定者説明会を次のとおり

開催します。

◇立候補予定者説明会

■日時…３月18日㈬　午後１時30分から

■会場…中央公民館　２階大会議室

◇榛東村議会議員選挙投票日

■日時…４月12日㈰　午前７時～午後６時

■ 投票場所…投票所入場券に記載されている

投票所

▶ お問い合わせは、村選挙

管理委員会（☎54-2211

内線105、106）へ
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①
「
く
」
の
字
形
を
し
て
い
て
、
投

げ
る
と
戻
っ
て
き
ま
す

③
暖
房
器
具
の
こ
と
。
石
油
―
、
電

気
―

⑤
外
出
か
ら
戻
っ
て
き
た
ら
手
洗
い

と
―
を
し
ま
し
ょ
う

⑥
雪
が
積
も
る
こ
と

⑧
こ
と
わ
ざ
。
―
矢
の
ご
と
し

　
　
　
　
　
　

①
器
用
で
な
い
こ
と

②
左
は
レ
フ
ト
。
右
は
―

③
太
陽
系
で
も
っ
と
も
太
陽
に
近
い

惑
星

④
手
紙
を
や
り
と
り
す
る
こ
と

⑦
ゴ
ー
ル
ド

厳
寒
期
の
交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

　

例
年
こ
の
時
期
は
、
積
雪
や
凍
結

に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

特
に
、
天
候
の
急
変
に
よ
る
降
雪
な

ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　

■
運
転
前

の
車
両
点
検
…
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ

ス
が
凍
り
、
運
転
に
支
障
を
及
ぼ
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。
運
転
前
の
確
認

を
行
い
、
十
分
な
視
界
確
保
に
努
め

ま
し
ょ
う　

■
滑
り
止
め
は
早
め
に

な
車
間
距
離
を
確
保
し
ま
し
ょ
う　

■
長
距
離
運
転
を
す
る
場
合
に
は
…

高
速
道
路
な
ど
を
利
用
し
た
長
距
離

運
転
の
場
合
は
、
行
き
先
の
天
候
や

道
路
交
通
情
報
を
確
認
し
、
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
滑
り
止
め
装
置
を

携
行
し
ま
し
ょ
う

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
し
ん
と
う
１
月
号
９
頁
中

「
つ
つ
じ
が
丘
吉
沢
酒
店
」
と
あ
り

ま
す
が
、
正
し
く
は
「
つ
つ
じ
が
丘

吉
沢
商
店
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

前
回
の
答
え
と
当
選
者

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

●
タ
テ
の
カ
ギ

ハ
ツ
ユ
メ

ャ

　

①
シ 　

④

　
ク

⑧
ユ
★

ウ

　
　

★
ハ

　
ルベ

ウ

　

レレ

⑨

★
メ

コ
②

　

　

ウ

ブ
③

　

　
　
ウ

⑥
シ

　
ゲ

★
ツ

⑦
ク

ツ

　
⑩

ン

ャ

ン

リ

　

⑤

　
　

⑫
　

　

　

　

①

★
　

⑤
　

　
　
⑦
　

　

　
　

③
　

　
　

★
　

⑥

★
　

　　
⑨

⑧
　

　

　

　

　
②

　

　

　
　
　

④
　

　
　

　

　

　

　
⑩

　

　

　

　

　
　

⑫
　

　

★

□
□
□
□

役 場
教 育 委 員 会
中 央 公 民 館
社会教育施設等管理事務所
商 工 会
保健相談センター
南 部 コ ミ セ ン
楽 集 セ ン タ ー
児 童 館
耳 飾 り 館
ふ れ あ い 館
社会福祉協議会
ふ る さ と 公 園

54－2211
54－2765
54－2573
54－8534
54－2318
70－8052
54－0488
54－0031
54－7933
54－1133
54－1126
55－5294
54－2488

保
福
…
保
健
福
祉
課

保
セ
…
保
健
相
談

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

住
民
…
住
民
生
活
課

社
協
…
社
会
福
祉

　
　
　
　
　

協
議
会

教
育
…
社
会
教
育
課

公
民
…
中
央
公
民
館

農
業
…
農
業
委
員
会

楽
集
…
楽
集
セ
ン
タ
ー

問 い 合 わ せ

ダ イ ヤ ル メ モ
土 金 木 水 火 月 日
14 13 12 11 10 ９ ８
カ
ラ
オ
ケ
教
室

PM
７
：
30
〜
９
：
30　

楽
集
セ
ン
タ
ー　

楽
集

行
政
相
談

PM
１
：
30
〜
４
：
00　

商
工
会
館　

総
務

心
配
ご
と
相
談

PM
１
：
30
〜
３
：
30　

商
工
会
館　

社
協

両
親
学
級

AM  

９
：
45
〜
12
：
00　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

１
歳
６
カ
月
児
健
診

PM
１
：
15
〜
２
：
00　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

AM  

10
：
00
〜
12
：
00　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
②

PM
１
：
00
〜
４
：
00　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
福

健
康
相
談

PM
１
：
30
〜
２
：
30　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

月 日 土 金 木 水 火
30 29 28 27 26 25 24

健
康
相
談

PM
１
：
30
〜
２
：
30　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

楽
集
シ
ネ
マ
（
人
権
映
画
な
ど
）

PM
３
：
30
〜
５
：
00　

楽
集
セ
ン
タ
ー　

楽
集

乳
児
健
診

PM
１
：
15
〜
２
：
00　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

カ
ラ
オ
ケ
教
室

PM
７
：
30
〜
９
：
30　

楽
集
セ
ン
タ
ー　

楽
集

無
料
法
律
相
談

PM
１
：
30
〜
４
：
30　

さ
さ
え
の
家　

社
協

子
育
て
サ
ロ
ン

AM  

10
：
30
〜　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

公
民

両
親
学
級

AM  

９
：
45
〜
12
：
00　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

乳
児
健
診

PM
１
：
15
〜
２
：
00　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

　

今
月
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。
家
族
み
ん
な
で
解
い
て
ね
。

　

応
募
方
法
は
、
新
聞
広
告
の
余

白
や
メ
モ
用
紙
に
答
え
を
書
き
、

住
所
、
区
、
氏
名
、
年
齢
、
世
帯

主
名
を
明
記
し
て
、
北
小
、
南
小
、

榛
中
、
中
央
公
民
館
に
置
い
て
あ

る
箱
に
入
れ
る
か
、
役
場
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
結
構

で
す
。

　

ま
た
、
村
政
に
関
す
る
ご
意
見

や
要
望
、
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
同
様
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
、
２
月
28
日
、
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
７
名
の
方

に
図
書
券
を
お
贈
り
し
ま
す
。

★
を
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。
ひ
と
つ

の
言
葉
に
な
り
ま
す
。
応
募
す
る
紙

に
は
、
そ
の
言
葉
だ
け
を
答
え
と
し

て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ヒ
ン
ト
…
福
は
来
た
？
）

　

広
報
１
月
号
の
ク
イ
ズ
の
解
答

は
、
全
部
で
26
通
寄
せ
ら
れ
、
全
通

が
正
解
で
し
た
。
抽
選
で
次
の
７
人

の
方
に
５
０
０
円
相
当
の
図
書
券
を

贈
り
ま
す
（
敬
称
略
）。

小
林
王
彌（
２
区
）加
藤
慶
士（
９
区
）

落
合
正
弘
（
９
区
）
松
本
浩
志
（
11

区
）
小
金
沢
紗
依
（
14
区
）
藤
田
美

穂
（
17
区
）
狩
野
哲
男
（
20
区
）

装
着
…
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
は
、

最
寄
り
の
チ
ェ
ー
ン
ベ
ー
ス
な
ど
の

安
全
な
場
所
で
早
め
に
装
着
し
ま

し
ょ
う
。
道
路
上
で
の
装
着
は
、
渋

滞
や
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
大
変
危

険
で
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。　

■
運
転
操
作
は
慎
重
に
…
雪

道
や
凍
結
し
た
道
路
は
、
大
変
滑
り

や
す
く
危
険
で
す
。
急
発
進
、
急
ブ

レ
ー
キ
な
ど
を
避
け
、
運
転
操
作
は

慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
陸

橋
や
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
、
下
り
坂
、

カ
ー
ブ
で
は
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

事
前
に
十
分
速
度
を
落
と
し
、
十
分

　行政相談を開催します　
■日時…３月13日㈮
　　　　午後１時30分～午後４時
■会場…商工会館小会議室
■ 内容…国・県・市町村などの行政に関す
ることについて、相談をお受けします。お
気軽にご相談ください
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人口と世帯 村内の交通事故
（１月1日現在）

（　）は対前月

総人口

男

女

世帯数

14,822人（＋34）

7,570人（＋20）

7,252人（＋14）

5,102戸（＋10）
※（　）は前年同期対比

シートベルトは必ず着用しましょう

事故件数

死者

傷者

8件（＋３）

０人（±０）

11人（＋６）

（１月末日現在の累計）

黒髪山神社の節分祭
　毎年、２月３日に行われている黒髪山神社の節分祭。この日は、福を求めて村

内をはじめ、前橋、高崎方面から多くの講社、信者が集まり、境内はにぎわいを

見せる。

　節分は、年越し、トシトリといい季節の変わり目の日でこれを祝うために行わ

れる。家庭においては大豆を炒って神だなに供え、夕方から「福は内、鬼は外」

と大声で叫びながら豆をまく。豆まきが終われば福茶にして飲んだり、年の数だ

け食べたりする。残った豆はしまっておいて初雷のとき食べると雷が落ちないと

いう。

文

化

財

探

訪


